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■ 植栽図の描き方例                                                     ０１ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

１．植栽図の種類と違い 

植栽図は計画・基本設計段階の植栽計画図と、実施設計段階の植栽図では書き方が異なる。また、緑化申請

図書としての植栽図と見積図としての植栽図も異なる。植栽図に求められる事項に留意して作成する。 

 

段階 図面名称 記載内容例 

計画段階 植栽計画図 ・全体計画に対しての緑地のコンセプトの記載 

・色塗りした植栽計画図で、樹木の配置がわかる記載 

・図面には詳細の樹種の記載は一般的にはしない。 

・平面図以外に断面図やスケッチ、全体のイメージ写真が必要。 

基本設計段階 植栽計画図 

（申請用） 

・高木と中木、低木、地被類などの配置と数量表のある平面図。 

・平面図の他、緑地の求積図が必要。 

・必要に応じて接道緑化部の断面図が必要。 

植栽計画図 

（概算見積用） 

・植栽樹木の位置と樹種、数量がわかる平面図。一般的には色塗りし

た平面図で、数量表と特記事項を記載した図面。 

・一般的には立面図、断面図も作成。 

・植栽樹木の説明用のイメージ写真が必要。 

実施設計段階 植栽図 ・植栽樹木の位置と樹種、数量がわかる平面図で、数量表と特記事項

を記載した図面。必要に応じて広い緑地の場合は高中木の植栽図と

低灌木・地被類の植栽図に分けることもある。 

・外構との取り合いの断面図も作成。 

・設計説明を考慮すると、色塗りの植栽図が説明しやすい。 

 

２．緑化申請図と概算見積図の違い 

緑化申請図の作成は基本設計図段階で、全体の建設コストおよび植栽工事費が決定していないので、基本計

画に合わせて、緑化基準を満たしているか精査し、基準を満たしている植栽図とする。緑化基準の植栽は最低基

準でこれを元に概算見積図とすると、竣工時の見栄えが悪くなる恐れがある。概算見積図では樹木の形状寸法

及び植栽密度と植栽基盤を十分に確保しておくことが重要となる。逆に概算見積図を申請図とすると、コスト調整

で植栽数量が申請より少なくなっていると変更申請が必要となるので注意する。 

 
３．CAD での作図 

 ２０年前までは、T 定規を使用し、シャープペンやロットリングで作図をしていたが、現在は小住宅の庭の設計以

外は CAD 図での作図が一般的となっている。 

 また、印刷は A１サイズの製本としていたが、データーでのやり取り、パワーポイント等での説明で、手元の配

布資料は A３または A４が一般的となっている。色塗りも色鉛筆などの着色から線の色、ハッチングでの色で簡単

に着色可能で、変更も容易となっている。さらに、割付け寸法や面積計算が非常に簡易となっている。 

 したがって、建築の全体の構成にもよるが A3 をベースに作図すると出図、印刷も容易である。 

① 基本計画（A）と基本設計（B）では色の着いた木を使用し、実施設計（C）では色なしのもので表現する。 

② 常緑樹と落葉樹、落葉花木の色分けをすると植栽イメージ、植栽の考えが伝えやすい。 

③ 基本計画（A）では樹木名は記入せず、基本設計（B）、実施設計（C）では樹木名の記号を記入する。 

④ 生垣や潅木や地被の植栽ラインはポリラインで ZIGYZAG の線種で記入し、ハッチングする方法がある。

ポリラインで記載すると面積が容易に測れる。 

⑤ 潅木や地被類、シバはハッチングで区別する。必要に応じて色分けする。 

 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                               ＜樹木医・環境造園家 豊田幸夫＞ 無断転用禁止 



――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■ 植栽図の描き方例                                                    ０２ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

４．樹木の表現例 

下記は AUTOCAD・LT を使用した作図例。 

 
 

① 植栽時の形状寸法に合わせて拡大縮小する。 
② ハッチングの違いや色の違いで分類する。 

 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                               ＜樹木医・環境造園家 豊田幸夫＞ 無断転用禁止 



――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■ 植栽図の描き方例                                                    ０３ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

５．計画段階での作図例 
 

 
AUTOCAD・LT を使用した作図、着色例 

 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                               ＜樹木医・環境造園家 豊田幸夫＞ 無断転用禁止 
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■ 植栽図の描き方例                                                    ０４ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

６．基本設計段階での作図例 
 基本設計段階では、数量の入れた植栽樹木一覧表を記載するなど概算見積ができる図面とする。 

 
 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                               ＜樹木医・環境造園家 豊田幸夫＞ 無断転用禁止 



――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■ 植栽図の描き方例                                                    ０５ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

７．実施設計段階での作図例 
 実施設計段階の図面では、数量表の他、特記事項なども記載する。 

 
 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                               ＜樹木医・環境造園家 豊田幸夫＞ 無断転用禁止 



――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■ 植栽特記事項                                                       ０６ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

１．設計者の植栽及び植栽基盤に関する業務例 

 現地調査（敷地状況、周辺環境、既存樹木の有無、土壌等） 

 計画案の作成（施主の要求事項の確認（内容、建設コスト、維持管理等）、計画図の作成、概算等） 

 基本設計（土壌調査、樹木調査、植栽計画図、概算等、基本設計図書の作成） 

 実施設計（植栽図、植栽基盤断面図、特記仕様書等の作成） 

 設計監理（計画説明、現場打ち合わせ、施主打ち合わせ、材料検査、中間検査、完了検査等） 

 1 年後の竣工検査（枯れ補償等の確認、植物の生育状況、外構関連、その他） 

 

２．標準仕様書関連図書例 

 「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」国土交通大臣官房官庁営繕部監修（社）公共建築協会 

 「建築工事監理指針」国土交通大臣官房官庁営繕部監修（社）公共建築協会 

 
３．特記事項記載例 
 植栽図作成では、樹種や形状寸法、密度の他、客土量と質、植栽基盤の記載が重要となる。特に植栽基盤はコ

ストと樹木の生育、維持管理に関係するので特記事項として記載することが必要となる。 
＜特記事項＞ 

① 植栽樹木に適した土壌、植栽基盤、土壌厚とし専用庭の芝部分は客土厚30 ㎝。地被部は 15 ㎝。低木部

は 30 ㎝。中木部は 40 ㎝。高木部は 60 ㎝を基準とし、客土下30 ㎝は排水性確保のために耕うんする。 
② 土壌は赤土改良土やリサイクル土壌のアクレＥ同等品が望ましい。表層は整地の上、バーク堆肥等でマ

ルチングをする。厚さは２ｃｍ。 
③ 深植えにならないように植え、根鉢にはしっかりと覆土する。 
④ 植栽に絡むフェンスやコンクリート壁等の基礎は下げて植栽基盤６０ｃｍを確保する。基礎で十分な植栽基

盤が確保できない場所には着脱式の点滴パイプを敷設する。 
⑤ 狭い緑地内にはできるだけ設備の配管、配線を敷設しない。植栽を考慮して計画し、施工図で確認する。 
⑥ ツリーサークル等の植えマスの植栽基盤には通気・透水管（くるくるストップ透水管や合成樹脂透水管等）

を敷設する。1500＊1500 では 4 本、1800＊1800 以上は 8 本を基準とする。 
⑦ 狭く囲まれた植え込みも同様に通気管を 4 本以上敷設する。 
⑧ 植栽基盤の最大化・連続化を図る。舗装面で狭いエリアで高木を植栽する場合、舗装の路盤を根系誘導

耐圧基盤（パワーミックス等）にする。 
⑨ 砂利敷きは下地に透水性の防草シートを敷設し、砂利と植栽の見切りには再生プラスチックのエッジ材を

使用する。リプラエッジ（ﾒｰｶｰ：南出）同等品等。 
⑩ 一般の植栽地は十分な植栽基盤を確保するとともに、点滴パイプを敷設して手動潅水と手撒き用の散水

栓を設置すること。 
 
４．施工図作成での主な留意事項 
① 工種及び関連工事相互において施工手順などの整合がとれていることを確認するために総合的な図面を

作成する。 

② 植栽予定地における仮置場などの範囲 

③ 建築物の庇及び２階以上の軒線・地下躯体線 

④ 植栽基盤状況（用土、客土厚、種類及び排水層、散水設備、築山の等高線等） 

⑤ 樹木植込み状況（樹種名、樹高、刈込み幅、密度、支柱など） 

⑥ 関連する設備工事等の詳細（埋設管ルート、埋設深さ、各種桝及びマンホール、照明器具、散水栓、潅水

ホースなど） 

⑦ 工場製品などについては、製作図、基礎の標準図などの必要な図面を提出する。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
                               ＜樹木医・環境造園家 豊田幸夫＞ 無断転用禁止 
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■ 樹木の材料検査                                                     ０７ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

１．樹木の指定の仕方 

① 樹木の名称は一般的にカタカナで記入する。 

② 形状寸法としては、樹高（H）、目通り（C、地上 1.2ｍの高さでの幹の外周の長さ）、葉張り（W、枝張りともい

う）の３種類を基準に指定する。株立ちのものは、一般的に目通りではなく株の本数で指定する。中低木や

灌木は樹高と葉張りで指定する。単位としてはメートル（ｍ）で記入するのが一般的。 

③ 地被植物はポット径で指定する。ツル植物は長さで指定する。タマリュウはマット栽培品があり、マット張り

として指定する。 

④ 生垣の場合、樹高、葉張りのほか、ｍ当りの本数と刈込み高さで指定する。 

⑤ 潅木類やグランドカバープランツ類、地被植物の密植または混植の場合は、㎡当りの本数で指定する。 

⑥ 樹木の形状寸法は形状寸法表などを参考にして記載する。または、生産者からの情報を記載する。 

 

 
・クルメツツジ（H0.4） 

 
２．樹木の材料検査 

  一般的には、ほとんどのものは写真で材料を確認し、メインの樹木は苗圃などの栽培現地で実際の大きさや樹

形などを確認する。また、計画・基本設計段階で樹木の生産状況・コスト等を考慮して計画・設計することが重要で、

計画時に造園施工担当者とよく相談することが大事である。 

＜材料検査での留意点＞ 

① 樹木は生き物であり、1 本1 本異なるので、植え方や植える位置などを考慮して材料検査を行う。 

② 場合によっては、施主との協議の上、材料検査時に樹種の変更も考える。 

③ 掘り取りや植え込みに伴い枝葉の剪定を行うので、材料検査時点での葉張りでの植栽はできない。特に

自然樹形で苗圃にあるものは根回しが行われていないので注意する。 

④ 大きなシンボルツリーや列植での同じ樹形のものを植栽する場合は、樹木の生産状況や根回しの時間を

考慮してできるだけ早めに樹木を決定する。 

    
・カツラ株立（H６ m） ・ヤマザクラ株立（H６m） ・ヤマボウシ株立（H４m） ・ヤマボウシ株立（H４m） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
                               ＜樹木医・環境造園家 豊田幸夫＞ 無断転用禁止 
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コンテストにて 「医療法人宮沢医院の２つのヒーリングガーデン」がグランプリを受賞 

所 属 ・（公財）都市緑化機構 環境緑化技術共同研究会・運営副委員長  

・（一社）地域緑花技術普及協会・理事（プリンシパル・プロフェッショナルパートナー） 

・ＮＰＯ法人東京樹木医プロジェクト・顧問 

・エコグリーンネットワーク・技術顧問 

・日本樹木医会 東京支部 

・グリーンインフラ官民連携プラットフォーム 

 
 

２０２４年９月 

＜ 企画・編集 ＞ 

エコ＆ヒーリングランドスケープコンサル 

樹木医・環境造園家 豊田幸夫 

無断転用禁止 

 


